
当

体

一
念

と

離

成

三

業

河

野

憲

善

一離
成
三
業
に
つ
い
て
、
明
治
の
学
匠
往
阿
生
善
著

『
僅
言
抄
』
か
ら

徴
し
て
見
よ
う
。
ま
ず

「
当
流
に
は
機
功
を
か
ら
ず

一
念
に
往
生
を
許

(1
)

せ
ば
」
と
あ
り
、
純
他
力
で
あ
る
こ
と
を
道
破

し

て
い
る
。
「衆
生
の

方
よ
り
申
さ
ば
無
安
心
を
安
心
と
す
。

な
ぜ
な
れ
ば
機
法
不
離

一
体
の

(2
)

故
に
機
に
付
い
て
は
安
心
を
立
て
ず
。
即
ち
名
号
所
具
の
法
」
な
り
と

あ
る
。
人
皆
凡
夫
で
あ
り
罪
業
深
重
で
あ

つ
て

「
心
の
中
に
は
三
心
も

安
心
も
な
き
は
必
定
な
り
」
と
い
つ
て
い
る
。
安
心
な
き
を
も

つ
て
安

心
と
す
る
と
い
う
の
が
古
来
か
ら
の
建
前
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
名
号

を
心
に
入
る
べ
か
ら
ず
、
信
不
信
と
も
に
称
せ
ば
往
生
す
、
他
力
な
る

を
以
て
な
り
、
と
。
弥
陀
の
本
願

の
故
に

「機
情

の
我
執
を
す

つ
か
り

(
3
)

ぽ
ん
と
離
れ
た
る
な
り
」
と
往
阿
は
い
い
、
仏
力
他
力

の
故
に
不
信
の

念
仏
を
肯
定
す
る
に
至

つ
た
。
「
信
不
信
の
論
な
く
称

ふ
れ

ば
即
坐
成

(4
)

仏
と
す
。
他
流
は
が
ら
ず
」
と
さ
え
喝
破
す
る
。

離
成
三
業
と
は
宗
祖
二
祖
の
習
い
で
あ
り
、
宗
祖

は
離

三
業

と

い

い
、
二
祖
他
阿
は
成
三
業
と
い
つ
た
と
あ
る
。
「
自
力
我
執
を
以
て
は
生

ず

べ
か
ら
ず
と
あ

つ
て
、
能
信

の
機
は
自
力
に
同
ず
る
故
に
機

の
三
業

(4
)

を
離
れ
て
念
仏
す
る
を
三
業
の
外

の
称
名
と
云
ふ
」
と
あ
り
、

同
じ
く

随
自
意
の
本
願
は
名
号
を
以
て
往
生
を
誓
ふ
彼
の
土
の
徳
は
光
明
を
以
て
荘

厳
し
玉
ふ
こ
と
古
今
然
り
、
浄
土
何
ぞ
機
情
の
隔
歴
に
落
ち
ん
や
。
罪
悪
生

死
の
凡
夫
の
為
に
誓
ひ
玉
ふ
光
明
な
れ
ば
、
仏
意
も
と
名
号
を
以
て
済
度
し

玉
ふ
故
に
機
を
選
ん
で
立
て
玉
ふ
本
願
に
あ
ら
ず
。
故
に
三
福
九
品
は
機
辺

に
約
し
て
仏
意
に
約
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
仏
意
よ
り
こ
れ
を
伺
へ
ば
遮
す
べ

か
ら
ず
と
錐
も
、
浄
土
同

一
念
仏
の
土
体
に
し
て
、
三
福
九
品
は
鏡
中
の
像

(6
)

の
如
く
三
輩
三
福
は
影
の
如
し
。

と
、
三
輩
三
福
九
品
は
皆
能
信
に
約
す
か
ら
、

所
信
の
念
仏
は
機
根
の

三
業
を
離
れ
た
独

一
の
念
仏
で
あ
り
、
名
号
の
外
に
機
法
は
な
い
か
ら

行
者
の
自
の
度
量
を
離
れ
て
い
る
と
い
う
。
能
信
の
心
で
は
三
輩
定
散

事
理
二
十
九
種
の
荘
厳
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
所
信
他
力
の
段
階
で
は
離

三
業
の
境
界
で
あ
る
と
い
ぢ
。

二
祖
の
成
三
業
に
つ
い
て
は
、
既
に
自
力
の
三
業
を
離
れ
た
る
上
は

当
体

一
念
と
離
成
三
業

(
河

野
)
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当
体

一
念
と
離
成
三
業

(河

野
)

他
力
の
三
業
を
成
就
し
色
心
と
も
に
吾
物
に
あ
ら
ず
、
何
ぞ
心
を
心
に

(7
)

ま
か
す
べ
け
ん
や
と
い
う
。

仏
の
色
心
と
衆
生
の
色
心
と
無
二
無
別
、
彼
此
の
三
業
相
ひ
捨
離
せ
ず
、
即

(
8
)

身
弥
陀
の
色
心
を
成
就
す
。

離
三
業

の
当
体
、
彼
此
の
三
業
相
捨
離
せ
ず
、
色
心
と
も
に
我
れ
に

あ
ら
ず
三
業
の
外
の
念
仏
は
そ
の
ま
ま
に
、
名
号
の
外
に
浄
土
な
く
来

迎
も
な
い
か
ら
、
他
力
の
信
現
成
の
と
こ
ろ
仏
祖
現
成
の
と
こ
ろ
と
な

(
9
)

り
、
仏
の
姿
と
な
る
。

こ
れ
を
当
体
仏
果
と
往
阿
は
い
つ
て
い
る
。
念

(1
0
)

仏
の
姿
そ
の
ま
ま
に
当
相
正
覚
に
し
て
弥
陀
心
申
の
我
等
で
あ
る
と
も

い
い
、
ま
た
唱
う
る
当
相
即
応
声
即
現

の
来
迎
な
れ
ば
、
即
坐
道
場
の

花
開
け
た
る
故
に
人
中
上
々
妙
好
華
と
い
う
と
あ
る
。
わ
が
わ
れ
な
ら

ぬ
境
涯
を
P
u
n
d
a
r
i
k
a

に
喩
え
て
い
る
。
即
坐
道
場

の
念
仏

の
人
を

分
陀
利
華

と
す
る
の
で
あ
る
。

往
阿
の

『
時
宗
綱
要
』
に

「
自
身

に
於

て

一
毫

の
理
証
あ
る
に
非

(1
1
)

ず
、
自
身

に
於
て

一
毫
の
善
行
あ
る
に
非
ず
」
「
当
体
の

一
念

一
声
は

正
覚
往
生
今
当
に
成
就
す
べ
し
と
心
得
、

工
夫
を
仮
ら
ず
心
地
を
踏
ま

ず
、
専
ら
弥
陀
の
帰
命
に

一
任
し
」
と
い
い
只
念
仏
す
る
、
こ
れ
が
時

機
相
応
の
宗
だ
と
い
っ
て
い
る
。
「六
十
万
人
頗
」
に
い
う
離
念
と

は

機
の
三
業
を
離
れ
た
る
所
を
さ
し
、
本
願
唱
名
の
形
貌
な
り
と
い
つ
て

い
る
。
要
す
る
に
離
三
業
の
謂
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
行
者
は
知
ら

ず
識
ら
ず
周
遍
法
界
の
自
性

の
妙
理
に
証
入
す
る
を

一
遍
証
と
い
う
の

で
あ
る
。

す
で
に
わ
れ
は
わ
れ
に
非
ず
位
地
諸
仏
に
同
じ
く
希
有
の
分

陀
利
華
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
白
蓮
華
は
心
行
具
足
し
て
仏
と
人
と
機

法

一
体
で
あ
り
、
依
正
不
二
蓮
華
大
蔵
海
会
に
あ
る
と
す
る
。

当
体
の

一
念
と
は

「
一
声

一
念
聞
位
の
四
種

の
往
生
あ
る
を
皆
取
つ

(
1
2
)

て

一
念
往
生
と
云
ふ
」
と
い
う
。
続
い
て

「若

し
夫
れ

一
声

一
念
に
し

て
往
生
す
る
を
得
ざ
れ
ば
十
声
千
声
万
声
無
量

無
辺
の
声
念
も
焉
ん
ぞ

往
生
す
べ
け
ん
や
。
況
ん
や
此
の
四
種

の
機
既
に
往
生
す
と
説
く
、
然

れ
ば
是
れ
を
以
て
証
と
す
。
往
生
は

一
念

に
あ

り

て
抑
も
亦
聞
唱
不

二
」
な
り
と
道
破
し
て
い
る
。
直
ち
に
次
に
宗
旨
の
根
幹
と
も
い
う
べ

き
十

一
不
二
の
論
理
に
肉
薄
し
懇
説
し
て
い
る
。

彼
の
十
劫
正
覚
は
此
の
一
念
往
生
に
成
就
し
た
れ
ば
、
彼
の
正
覚
は
此
の
往

生
、
此
の
往
生
は
彼
の
正
覚
に
し
て
、
若
し
此
の
往
生
を
離
れ
た
れ
ば
彼
の

正
覚
は
成
就
す
べ
か
ら
ず
、
若
し
又
彼
の
正
覚
を
離
れ
た
れ
ば
此
の
往
生
は

得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
正
覚
往
生
は
無
二
無
別
に
し
て
、
衆
生
界
即
弥

陀
国
弥
陀
国
即
ち
衆
生
界
、
彼
の
十
劫
は
此
の
一
念
此
の
一
念
は
彼
の
十
劫

(1
3
)

に
し
て
浄
稼
不
二
十

一
不
二
の
甚
深
の
妙
旨
を
頗
し
た
り
。

と
。
正
覚
と
往
生
が
無
二
無
別
だ
か
ら
当
相
証
無
生
と
な
り
、

一
声

一

念
国
界
平
等
に
し
て
坐
大
会
と
な
る
。
国
は
弥
陀
国
、
界
は
衆
生
界
、

浄
不
浄
を
論
ぜ
ず
、
十
劫
の
昔
よ
り
人
界
九
界

の
群
類
の
坐
す
べ
き
も

の
皆
悉
く
成
就
し
畢
れ
り
と
い
う
。

次
に
綱
要
の
第
二
節
離
成
三
業
を
見
よ
う
。

「
離
成
三
業
と

は
自
力

我
執
の
人
我
の
見
解
を
離
れ
、
離
分
別
離
所
着

の
三
業
を
成
就
す
る
を

云
ふ
」
と
。
ま
た

「今
や
幸
な
る
哉
、
機
法
覚

一
体
に
し
て
離
分
別
離
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所
着
な
る
本
願
他
力
難
思
の
妙
術
あ
り
、
焉
ん
ぞ
之
に

一
任
せ
ざ
る
を

得
ん
や
」
と
い
う
。
本
願
他
力
の
妙
術
と
は
凡
夫
の
形
体
の
ま
ま
に
、

人
々
の
意
楽
の
ま
ま
に
六
字
名
号
に
没
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
六

字
に
お

い
て
そ
の
三
業
が
此
彼
転
換
し
て
、
国
界

平
等
坐
大
会

と
な

り
、
そ
れ
が
同
時
に
妙
好
華
で
あ
り
、
ま
た
清
浄
無
為
法
身
に
直
入
す

る
体
験
と
な
る
の
で
あ
る
。
宗
祖
は
化
他
に
約
し
離
三
業
と
い
い
、
二

(1
4
)

祖
は
已
証
に
約
し
て
成
三
業
と
い
つ
た
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
勝
劣

は
な
く
表
裏
に
す
ぎ
な
い
。

道
俗
時
衆
の
初
門
に
お
い
て
機
功
を
拗
棄
せ
し
む
る
た
め
に
離
三
業

と
立

つ
。

一
切
虚
妄
の
境
界
は
分
別
想
念
よ
り
発
起
す
、
有
心
は
是
れ

生
死
無
心
は
是
れ
浬
繋
な
り
と
は
宗
祖
の
言
で
あ
る
。
有
心
は
第

一
の

怨
人
々
を
縛
し
て
焔
羅
所
に
到
ら
し
む
。
浄
土
門
は
他
力
易
行
に
し
て

心
念
を
離
る
、
離
三
業
は
こ
こ
で
は
無
心
に
し
て
自
然
智
を
領
納
す
る

に
等
し
い
。
故
に

『
法
事
讃
』
に

「
未
籍
思
量

一
念
功
」
と
あ
る
。
今

弘
誓
を
仰
い
で
果
地
の
仏
智
に
帰
命
し
、
六
字
の
当
相
に
仏
と
と
も
に

行
じ
仏

と
と
も
に
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
巳
に
生
死
を
離
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
無
心
は
是
れ
浬
繋
な
り
と
い
う
こ
と
の
身
触
実
証
で
あ
る
。

離
三
業

が
無
心
で
あ
り
成
三
業
が
浬
繋
で
あ
る
と
い
え
る
。
廓
然
大
悟

得
無
生
忍
と
い
う
も
同
じ
く
、
ま
た
こ
の
道
を
自
然
悟
達
の
教
門
と
名

ず
け
る
。

二

次
に
爽
山
如
海

(-
一
七
四
九
)
の

『
時
宗

要
義
集
』
を
見
よ
う
。

越
前
長
崎
称
念
寺
で
著
し
た
も
の
、
そ
の
後

山
形
光
明
寺
を
董
し
て
い

る
。
玄
秀
に
学
を
亨
け
た
こ
と
を
本
文
中
に
告
白
し
て
い
る
。
玄
秀
は

光
明
寺
二
十
六
世
、
如
海
は
三
十
二
世
で
あ
る
。

ま
ず
安
心
な
き
を
も

つ
て
安
心
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、

(1
5
)

機
法
不
離

一
体
之
故
約
レ
機
不
レ
立
ニ
安
心
ー
。此
故
云
二
無
安
心
ー
。

(
1
6
)

爾
如
レ
是
逆
悪
人
有
二
何
安

心
一耶
。

其
名
号
者
本
願
念
仏
也
。

依
二
本
願
念
仏

一滅
二逆

悪

一機
故
。

今
日
応
化
非
二

(
1
7
)

所
説
一此
故
不
レ依
ニ釈
迦
教
ー依
二弥
陀
教
ー
。当
流
定
二無
安
心
機
尉也
。

若
爾
無
上
功
徳
名
号
既
滅
二五
逆
十
悪
ニ之
道
理
。
誹
諺
大
乗
之
罪
滅
無
耶
。

依
当
流
無
安
心
機
者
五
悪
十
重
誹
諺
閲
提
倶
此
納
一二
機
ニ無
安
心
也
樣
。

要
す
る
に
五
逆
十
悪
の
悪
人
を
正
機
と
す
る
と
い
う
に
あ
り
、
宗
祖
二

祖
以
来
の
宗
旨
の
肝
要
で
あ
る
こ
と
い
う
ま

で
も
な
い
。
無
安
心
の
安

心
で
あ
る
か
ら

「更
平
生
決
定
心
此
愚
人
曾
無
何
具
三
二
心
ー
。是
本
願

(
1
8
)

三
心
名
号
所
具
故
。
於
レ
機
錐
レ
不
レ
求
自
然
具
ニ
足
三
心
一往
生
」
と
あ

る
。
唯
慈
悲
加
祐
の
故
に
業
火
を
去

つ
て
正
念
に
住
す
と
い
う

の
で
あ

る
。
三
心
は
機
が
有
つ
の
で
は
な
く
名
号
所
具
の
三
心
と
立
て
る
の
で

あ
る
。
無
安
心
の
安
心
は
自
力
の
安
心
を
否
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
横

竪
と
も
に
名
号
所
具
と
断
ず
る
。
「
三
心
四
修
五
念
皆
南
無
阿
弥
陀
仏

ニ
ハ

ヲ

ヲ
ハ

ニ

也
。
依
レ
之
名
号

入
レ
心
名
号

心
不
レ
可
レ入
。

其
所
以
名
号
信
不
信
共

レ
ハ

ス

(1
9
)

称

往
生
是
他
力
不
思
議
也
」
と
い
う
。

ハ

ス

(
2
0
)

所
領
解
念
仏
三
心
所
具
故
離
二機
功
一念
仏
。
故
他
力
中
他
力
也
。

当
体

一
念
と
離
成
三
業

(
河

野
)

-33-



当
体

一
念

と
離
成

三
業

(
河

野
)

ハ

ヲ

ト

三
輩
九
品
約
二能
信
一故
離
二機
三
業
ー
。独
一
名
号
落
居
時
名
号
外
無
二機
法
ー
。

ノ

ス
レ
ハ

ラ

三
輩
九
品
定
散
事
理
機
法
不
二
名
号
領
解

自
不
レ
用
二
機
功
ー
。故
離
二
自
力

ヲ

(
2
1
)

三
業

ニ是
為
二
離
三
業
落
居
ー
。

弥

陀
正
覚
之
時

以
二
名
号

一決
二
定
衆
生
往
生

一上
。

不
レ
論
二
不
浄

一
不
レ
簡

二
心

ト

ノ

ノ

ヲ

乱

一可
二
念
仏
ー
。宗
祖
於
レ
是
明
二
他
力
易
行
旨

一後

領
二
解

三

業
外
念
仏

二勧
ニ

ニ

ナ

レ

ハ

ノ

(
2
2
)

衆
生
ー
。是
入
二時
衆
一之
初
門

最
初
示
レ之
立
二離
三
業
名
目
一也
。

宗
祖
が
離

三
業
と
立
て
る
の
は
他
力
中
の
他
力
を
顕
す
た
め
で
あ
り
、

所
詮
時
衆

に
入
る
初
門
自
力
心
を
離
れ
て
機
功
を
捨
て
し
め
ん
た
め
で

あ
る
。
総

じ
て
心
念
を
離
る
は
仏
教
の
掟
で
あ
り
、
自
力
を
離
れ
て
他

力
に
依
る
は
生
死
を
離
る
謂
で
あ
り
、
生
死
を
離
れ
る
の
は
心
念
を
離

れ
る
の
を
本
と
な
し
て
い
る
。
聖
浄
二
門
自
他
二
力
異
る
と
難
も
心
念

を
離
る
所
以
は
同
じ
、
決
定
の
信
は
名
号
に
あ
り
、
名
号
は
他
力
の
故

に
自
力

の
機
を
離
る
。
『
散
善
義
』
に
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
う
を
捨

て

よ
と
は
他
力
の
意
業
に
帰
し
他
力
の
三
業
に
帰
す
る
こ
と
で
あ
り
、
宗(

2
3
)

家
の
釈
に
も
契

つ
て
い
る
。

こ
れ

一
乗
無
価
の
称
名
相
頓
即
是
の
妙
術

と
喝
破
し
て
い
る
。

『
要
義
集
』
は
上
下
二
巻
あ
り
、
第
六
離
三
業
章
は
上
の
末
に
、
第

七
成
三
業
章
は
下
の
初

に
あ
る
。
ま
ず

「
離
二自
力
三
業
一成
二他
力
三

(
2
4
)

業
一故
名

二成
三
業

ニ」
と
定
義

し
、

「定
即
離
二機
功
一後

一
向
非
二吾
身

シ
テ

ス
ル

ト

ト

ヲ

心
ニ決
定

念
仏

時
。
仏
三
業
衆
生
三
業

一
致
成
所
彼
此
三
業
不
相
捨

ト

シ
テ

ハ

ニ

離
云
」
続

い
て

「
離
三
業
也
。

然

而
後
非
二身
心
吾
物

一我
他
彼
此
念

ヲ

ニ
シ
テ

ス
レ
ハ

ノ

ヲ

ヲ

ニ
ム

ツ
ク

慮
其
儘

不
レ
改
念
仏

自
成
二
他
力
三
業

一也
。

故
離
三
業
次

名
二成

三
業
一也
」
と
。

『
定
善
義
』
に
衆
生
仏
を
憶
念
す
れ
ば
仏
亦
衆
生
を
憶
念
し
給
う
、

彼
此
の
三
業
相
捨
離
せ
ず
、
故
に
親
縁
と
名
ず
く
。
こ
れ
は
自
力

の
三

業
を
離
れ
て
他
力
が
現
成
す
る
時
仏
と

一
体
に
な
る
こ
と
を
い
つ
た
も

の
で
あ
り
、
親
と
は
親
近
、

こ
れ
を
近
縁
と
い
う
。
自
力
の
雑
善
を
捨

て
て
弥
陀
に
親
近
結
縁
し
奉
る
こ
と
が
帰
命
で
あ
り
、

こ
れ
身
命
を
譲

り
奉
る
こ
と
で
あ

っ
て
そ
の
後
は
仏

の
捨
て
し
め
給
う
も
の
を
捨

て
る

行
者
と
な
る
。
機
を
信
ず
る
自
力
雑
行
を
捨
て
る
の
で
あ
り
、

こ
の
こ

と
が
仏
意
に
随
順
し
仏
願
に
随
順
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
離
三
業
は

廃
捨
の
義
で
あ
り
、
成
三
業
は

一
行
三
昧
称
名

の
義
で
あ
る
。
他
力
の

三
業
と
は
仏
の
三
業
で
あ
る
か
ら
諸
の
邪
業
繋
忽
に
脱
し
多
劫

の
罪
を

除
く
、
こ
れ
を
増
上
縁
と
い
い
、
離
三
業
を
成
三
業
と
見
る
時
三
縁
具

足
す
る
と
い
う
。
三
縁
は
定
善
義
に
説
く
念
仏

の
功
で
あ
る
。
ま
た
次

の
よ
う
に
も
説
く
、
凡
情
を
以

つ
て
思
量
す
る
法

は
誠
あ
る

こ
と
な

し
、
能
縁
の
心
は
虚
妄
な
る
故
に
名
号
が
真
実

で
あ
り
不
思
議
功
徳
で

あ
り
、
真
実
と
は
弥
陀
の
名
で
あ
る
と
。
し
か
れ
ば
三
心
皆
他
力
の
真

実
心
に
外
な
ら
な
い
。
故
に
時
衆
に
入
る
の
当
下
能
縁
虚
妄
の
三
業
を

そ
の
儘
仏
智
に
帰
命
し
て
、
離
三
業
が
生
仏

一
体
と
な
り
、
機
法
合
成

虚
実
不
二
に
し
て
し
か
も
真
実
の
三
業
を
成
ず

る
こ
と
に
な
る
、
こ
れ

を
独

一
念
仏
と
い
う
の
で
あ
る
。

宗
祖
の
頒
の
如
く
、
六
字

の
中
も
と
生
死
な
く
、
生
死
な
き
故
に
自

(2
5
)

他
を
謂
わ
ず
自
他
を
亡
ず
る
時
機
功
を
離
る
。
機
功
を
離
れ
ば
知
恵
を
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離
れ
自
力
我
執
を
同
時
に
捨
て
て
い
る
か
ら
こ
れ
を
離
三
業
と
い
い
、

三
業
を
離

れ
た
当
体
自
己
本
分
に
帰

つ
て
い
る
。
本
分
と
は
名
号
で
あ

り
情
慮
な
く
無
分
別
の
法
で
あ
り
、
無
願
三
昧
で
あ
り
虚
空
無
相
に
し

て
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
名
ず
け
る
。
こ
の
こ
と
は

ヲ

ニ

ヲ

ニ

宗
意
離
二機
善
悪

一任
二
所
作
天

然
ー奉
レ
譲
二
威
儀
仏

一後
。

愚
鈍

其
儘
境
界
令
三

ニ
シ
テ

ナ
レ
ハ

声

打
挙
打
挙
称
二
名
号

輯念

々
往

生
念

々
臨
終
。

倶
会

一
処

者
念

々
見
二
聖

ヲ

(
2
6
)

衆
ー時
不
レ断
二煩
悩
一得
二浬
繋
分
一也
。

三
業
を
仏
に
任
せ
ま
い
ら
せ
た
姿
が
凡
夫
身
そ
の
ま
ま
に
浬
繋
分
で
あ

る
と
道
破
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
生
仏

一
如
の
故
に
凡
聖

一
体

の
合
成

が
成
三
業

で
あ
る
か
ら
名
号
と
往
生
と
成
仏
が

一
と
な
る
。
念
仏
の
姿

が
仏
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
能
所
の
絶
す
る
位
に
生
死
を
出
ず
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
弥
陀
大
悲
の
大
願
業
力
に
依

つ
て
機
法
不
二
の
名
号
と

顕
わ
れ
、
念
仏
の
ま
ま
に
成
三
業
と
な
る

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

「
任
三
二
業
於
天
運
一譲
二
四
威
儀
於
菩
提
こ

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、

ハ

ノ
(2
7
)

ま
た
宗
祖
は

「名
号
是
自
然
無
作
法
也
」
と
表
現
し
て
い
る
。

ヲ

ニ

ハ

ト

名
号
者
機
三
業
譲
レ仏
後
自
他
三
業
不
離
。
機
法
不
二
名
号
顕
時
。

自
己
本

ノ

ニ

ノ

ト

ト

分
外
無
二仏
本
分
一生
仏

一
如
故
。
南
無
阿
弥
陀
仏
者
本
分
姿
也
。
衆
生
仏
同

ノ

ノ

ヲ

(
2
8
)ト

一
法
性
故
凡
聖
三
業

一
体
合
成
名
二成
三
業
ー
。

本
分
の
姿
だ
か
ら
往
生
即
成
仏
で
あ
り
、
称
名
の
外
に
往
生
あ
る
べ
か

ら
ず
と
な
る
。
彼
此
の
三
業
不
相
捨
離
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
他
力

(
2
9
)

実
体
の
三
業
を
成
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
身
命
を
譲
り
奉

つ
て
後
は

仏
の
捨
て
し
め
給
う
を
ば
捨
て
行
ぜ
し
め
給
う
を
ば
行
ず
る
。
能
帰
の

機
も
な
け
れ
ば
所
帰
の
法
も
な
い
、
自
力
他
力
を
絶
し
て
能
所
不
二
、

機
法

一
体
の
名
号
と
い
う
。
名
体
不
二
に
し
て
離
三
業
の
当
体
に
他
力

を
成
ず
る
を

一
念
発
心
と
い
い
、
六
字
名
号
に
即
得
往
生
住
不
退
転
が

あ
る
と
い
う
。三

シ
テ

ノ

如
海
が
宗
乗
を
仰

い
だ
玄
秀
の

『
統
要
篇
』
を
披
く
。
「
総

此
宗
習

カ

カ

ヲ

タ

ニ

フ

ト

ハ

ノ

機
持
レ
法
自
力
也
。
機
之
所
レ
持
レ
法
云
二他
力
ー
。機
法

一
体
本
願
念
仏
法

ト

ル

ノ

(
3
0
)

也
云
名
目
。
古
来
相
伝
也
」
。
こ
れ
は
宗
祖
の
言

で
あ

る
。
第
十
八
願

(
3
1
)

正
因
を
強
縁
と
し
て
念
仏
の
当
体
、
直
ち
に
弥
陀
の
真
報
土
に
生
じ
、

こ
れ
証
得
浬
繋
の
大
覚
位
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
大
願
力
を
増
上
縁

と
し
そ
こ
に
お
い
て
正
覚
と
往
生
は
同
時
に
成
就
さ
れ
、
そ
の
安
心
を

十

一
不
二
と
い
う
。
当
坐
道
場
は
ま
た
当
体
蓮
華
で
あ
り
、
念

々
の
名

号
に
即
得
往
生
不
退
転
と
な
り
稼
土
に
あ
り
な
が
ら
正
定
聚
の
人
と
な

る
。
念
仏
即
是
浬
繋
門
と
な
る
。

(3
2
)

安
心
決
定
と
は
無
安
心
の
称
名
に
落
著
す
る
こ
と
で
あ
り
、
名
号
の

外
に
機
法
な
く
機
の
領
解
に
留
ら
ず
念

々
に
称
名
す
る
。

こ
れ
が
離
三

業
の
独
立
念
仏
で
あ
り
、
独

一
念
仏
と
も
い
う
。
何
等
の
与
件
も
下
心

も
な
く
安
心
起
行
と
も
に
六
字
の
申
に
あ
り
、
念
々
の
声
中
に
心
行
相

応
す
る
。
観
念
を
嗜
ま
ず
散
善
を
求
め
ず
称
名
を
生
と
愚
む
、
能
領
解

の
三
心
で
な
く
所
領
解
の
三
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
弘
願
の
ま
ま

に
仏
の
三
業
相
応
し
て
離
三
業
が
同
時
に
成
三
業
と
な
る
。
「
以
二離
三

当
体

一
念
と
離
成

三
業

(
河

野
)
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当
体

一
念
と
離
成
三
業

(
河

野
)

ヲ

ノ

(3
3
)

ノ

業
称
名

ー当
流
為
二
枢
要
ー」
と
玄
秀
は
断
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
時
宗
三

業
離
合
相
応
之
義

と
い
う
。

機
が
行
を
持

つ
能
領
解
で
は
な
く
機
が
行
に
有
た
れ
る
所
領
解
の
法

に
お
い
て
定
散
の
善
悪
を
離
れ
て
他
力
の
信
心
を
得
る
こ
れ
が
三
業
相

応
と
も

い
わ
れ
、
離
三
業
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
三
心
は
即
施
即
廃
し

(
3
4
)

て
独

一
念
仏
と
な
る
。
能
領
解
を
廃
し
て
所
領
解
に
つ
く
の
が
即
施
で

あ
り
、
機
に
真
実
な
し
と
知
つ
て
如
来
の
真
実
心
に
帰
す
、
願
力
の
真

実
の
故

に
光
明
中
に
摂
せ
ら
れ
て
仏
の
三
業
に
成
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

こ
こ
に
成
仏
三
業
と
あ
る
。
こ
れ
が
慈
悲
加
祐
令
心
不
乱
の
謂
れ

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
念
仏
の
行
者
は
仏
と
衆
生
と
機
法

一
体
、
彼

(3
5
)

此
三
業

相
応
し
て
仏
願
力
よ
り
発
起
す
る
大
信
心
で
あ
り
、

「正
覚
往

ノ

ニ

ノ

ス
ル

ノ

ニ

ハ

ヨ
リ

ス
レ
ハ

生
十

一
不
二
故
従
二仏
正
覚
一開
出

衆
生
往
生
心
蓮
故
。
信
願

生

念

ト

仏
成
仏
自
然
也
樣
」
と
道
破
し
て
い
る
。
本
願
の
ゆ
く
所
、
念
仏
の
あ

(3
6
)

る
所
こ
そ
自
然
法
爾
の
境
で
あ
り
、
森
羅
万
象
即
弥
陀
と
な
る
。
こ
の

風
光
を

『
器
朴
論
』
を
引

い
て
懇
説
し
て
い
る
。

ニ

ニ

シ
テ

ノ

ノ

ト

名
号
之
外
無
三
二
心
二
二
心
之
外
無
二
菩
提

心
ー
。信
二
凡
夫
所
作
善
者
皆
雑
毒

唱

ル

ノ

ニ

ノ

シ
テ

曾
不
レ
用
二
自
力
ー
。募
二
功
於
弥
陀
三
業

一称
ニ
離
三
業
名
号
ー
。此
時
三
心
相
応

フ

ノ

ニ

ノ

ハ

ノ

ノ

ハ

ノ

契
二弥
陀
願
力
真
心
ー
。所
帰
体
者
弥
陀
成
正
覚
也
。
能
帰
信
者
名
二名
号
具
徳

フ

(
3
7
)

ト

三
心
一也
。
能
所

一
体
心
行
不
離
云
二是
菩
提
心
ー
。

こ
れ
は
是
当
流

の
正
義
で
あ
る
と
断
つ
て
い
る
。

ニ

ニ

ハ

ニ

ハ

ニ

ハ

当
流
安
心
有
三
二
重
ー
。一
初

一
念
起
信
。
二

離
三
業
。
三

一
念
発
心
。

1
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7
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下
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9
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1
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五
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1
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三
三
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同

下

一
一
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同
 

三
三
五

上

八
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同
 

二
二
九

下

一
一
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同
 

二
二
九

下
終

一
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同
 

一
四
〇

同

八
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同
 

一
四

一

同

一
二

19
 

同
 

一
四

二

同

一
二
 

20
 
同
 

一
四
六

上

七

21
 
同
 

一
四
六

下

八
 

2
2
 同
 

一
四
七

上

一
五

23
 

同
 

一
四
八

上

一
〇
 

24
 
同
 

一
四
九

同

二

次

も

こ
れ
に
統

く

25
 

同
 

一
五

一

下

七
 

26
 
同
 

一
五
二

上

三

27
 

同
 

一
五
二

上

七
 

28
 
同
 

同

下

一
六

29
 

同
 

同

下
終

一
 

30
 
同
 

五

一

上

三

31
 

同
 

五
〇

下

六
 

32
 
同
 

六

二

上

一
八

3
3
 同
 

六
五

下

五
 

34
 
同
 

七
〇

上

一
一

35
 

同
 

七
〇

上
終

四
 

36
 
同
 

七

一

下
終

二

37
 

同
 

七
四

下

一
一

(
未
完
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